
対応する
学部CP

１）�社会科学の幅広い基礎知識を修得させるために、法
学、社会学、経済学に関する科目を「基礎科目」とし
て開講する。

①

２）�地域社会や国際社会の抱える課題の発見とその解決に
向けた科学的・論理的思考力を育成するために、法学
を体系的に修得させ、法的思考能力を涵養するのに必
要な基本七法を中心とする科目、および、政治・行政
に関する科目を「活用科目」として開講する。

②

３）�法学および政治学の知識と思考力を活用し、地域社会
や国際社会における現実的課題を適切に解決するため
の実践的判断力の育成に資する科目を「活用科目」と
して開講する。

③

４）�地域社会や国際社会の諸課題の解決に不可欠な、自ら
の考えをまとめて他者にわかりやすく説明するための
表現力を涵養する「演習」を「実践科目」として開講
する。

④

５）�多様な考えや視点を踏まえつつ、法学的・政治学的思
考を用いた課題解決のためのファシリテーション能力
を育成する「実践演習」、「キャリア形成演習」、「キャ
リア体験実習」を「実践科目」として開講する。

⑤

対応する
学部ＤP

１）�【汎用力】法学および政治学に関する基礎的知識と理系
を含む学問分野を横断した幅広い知識を修得して、総
合的な観察力を身につけている。

①

２）�【思考力】法学および政治学の知識を活用し、地域社会
や国際社会における現実的課題を解決するための論理
的・科学的思考力を身につけている。

②

３）�【判断力】法学および政治学の知識と思考力を用いて、
地域社会や国際社会における現実的課題を適切に解決
するための実践的判断力を身につけている。

③

４）�【表現力】法学および政治学の知識を活用した論理的な
思考に基づき、地域社会や国際社会の諸課題の解決の
ために、自らの考えをまとめ、これを他者にわかりや
すく説明できる表現力を身につけている。

④

５）�【総合的実践力】南九州を中心とする地域社会やアジ
アを中心とする国際社会の諸状況を踏まえ、社会現象
の中から解決すべき課題を発見し、多様な考えや視点
を踏まえつつ、法学的・政治学的思考を用いた課題解
決のための適切なファシリテーション能力を備え、地
域社会の発展に貢献する「進取の精神」を身につけて
いる。

⑤

コースカリキュラム・ポリシー

カリキュラム・マップ

コースディプロマ・ポリシー

法文学部 法経社会学科　法学コース

カリキュラム・
ポリシー

ディプロマ・
ポリシー

１年

前 期 後 期

2 年

前 期 後 期

3 年

前 期 後 期

4 年

前 期 後 期

人文社会総合論

社会科学基礎演習

法学の基礎

司法制度論

憲法統治 社会科学基礎

【共通教育】

初年次セミナーⅠ 初年次セミナーⅡ

情報活用

大学と地域

体育・健康 体育・健康

英語Ⅰ 英語Ⅱ

異文化理解

初修外国語Ⅰ 初修外国語Ⅱ

統合Ⅰ 　統合Ⅱ

憲法人権Ⅰ 憲法人権Ⅱ

行政法総論Ⅰ 行政法総論Ⅱ 行政争訟法・国家補償法

刑法総論Ⅰ 刑法総論Ⅱ・刑法各論Ⅰ 刑法各論Ⅱ

刑事訴訟法Ⅰ 刑事訴訟法Ⅱ

民法総則 物権法Ⅰ・債権法Ⅰ 物権法Ⅱ・債権法Ⅱ 債権法Ⅲ

家族法

会社法Ⅰ 会社法Ⅱ・商取引法Ⅰ 有価証券法

民事訴訟法Ⅰ 民事執行・保全法

社会保障法

環境法

国際私法

国際法

国際取引法

外国法・外国書講読

公共法務論

企業法務論

司法政策論

法史学 法哲学

法社会学

 政治学

演習Ⅰ 演習Ⅰ 演習Ⅱ 演習Ⅱ

実践演習

キャリア形成演習

キャリア体験実習

２）
課題の
発見と
解決

３）
実践的
判断力

１）
社会科学の
基礎知識

４）
表現力

５）
ファシリ
テーション
能力

２）
論理的・
科学的
思考力

３）
実践的
判断力

１）
総合的
観察力

４）
表現力

５）
ファシリ
テーション
能力



対応する
学部CP

１）�「基礎領域および活用領域」科目を学び基本的な知識と
思考力を身につける ①

２）�「活用領域」科目を学び現象を理解する能力や問題解決
のための基礎的思考力を養成する ②

３）�「実践領域」科目を学び専門知識を活用して課題を分析
し知見を伝える能力を身につける ③

４）�特殊研究を履修し現代社会や地域が直面する問題解決
のための総合的実践力を涵養する ④

対応する
学部ＤP

１）�【汎用力】社会科学に共通の知識と観察力を備え分野を
横断した幅広い知識を修得している ①

２）�【思考力】経済学・経営学・会計学の知識を活用して論
理的かつ科学的思考力を身につけている ②

３）�【判断力】地域経済や国際経済の諸課題を適切に解決す
るための実践的判断力を身につけている ③

４）�【表現力】論理的思考に基づいた自らの考えをまとめ他
者にわかりやすく説明できる表現力を身につけている ④ 

５）�【総合的実践力】ファシリテート能力を備え地域経済に
積極的に貢献する「進取の精神」を身につけている ⑤

コースカリキュラム・ポリシー コースディプロマ・ポリシー

カリキュラム・マップ

法文学部 法経社会学科　経済コース

カリキュラム・
ポリシー

１年

前 期 後 期

2 年

前 期 後 期

3 年

前 期 後 期

4 年

前 期 後 期

1）

2）

3）

4）

1）

2）

3）

5）

4）

ディプロマ・
ポリシー

＜共通教育科目＞
初年次教育科目

＜自由科目＞
他学科・他学部等開設科目など

初年次セミナーⅠ 初年次セミナーⅡ
情報活用

大学と地域
体育・健康（実習） 体育・健康（理論）

グローバル教育科目
英語ⅠA・ⅠB 英語ⅡA・ⅡB
異文化理解
教養教育科目（教養基礎科目）
初修外国語Ⅰ 初修外国語Ⅱ
人文社会科学分野
自然科学分野 自然科学分野
教養教育科目（教養活用科目）

統合Ⅰ 統合Ⅱ

＜法文スタンダード科目＞
人文社会総合論

＜学科共通科目＞
社会科学基礎演習

法経社会群 ※
経済学概論

統計作成論
ビジネス群 ※

企業論

社会科学基礎

ミクロ経済学Ⅰ
マクロ経済学Ⅰ

ミクロ経済学Ⅱ
マクロ経済学Ⅱ

統計利用論 など

企業会計論

＜法経社会学科他コース科目＞
＜コース活用科目＞

経済群　※
国際経済学Ⅰ
財政政策論Ⅰ
国際貿易投資論Ⅰ

東南アジア経済論

地域計画論

国際経済学Ⅱ
財政政策論Ⅱ 地方財政論
国際貿易投資論Ⅱ
日本経済史 日本経済論

数理統計学
アジア農村経済論
地域計量分析

農業政策論
ビジネス群 ※

商業簿記
工業簿記・原価計算
管理会計論

金融論
経営戦略論
商学総論

財務会計論
経営分析

金融システム論
経営組織論

金融政策論 ファイナンス

マーケティング論

など

など

＜コース実践科目＞
エンドユーザ実習Ⅰ エンドユーザ実習Ⅱ

エンドユーザ実習Ⅲ システム構築実習
実用英語

アクティブ・プログラム
演習

＜法文アドバンスト科目Ⅱ＞
自然科学から見る人・文化・社会 科学ジャーナリズム

※　科目の配当年次を示している。配当年次以降の期であれば、修業年限にわたり履修可能である。

演習 演習 演習

＜法文アドバンスト科目Ⅰ＞
地域科学特殊講義 地域科学演習

観光学 島嶼ツーリズム論 ＜コース実践科目＞
特殊研究



対応する
学部CP

１）�2年次からは、地域社会のマネジメントの観点から「基
礎領域および活用領域」の経済学、経営学、社会学及
び社会教育学における基本的な専門科目を学び、基本
的な知識と思考力を身につける。

①

２）�3年次からは、社会学、社会教育学を中心に地域社会に
おける協働形成に関する応用的な「活用領域」の専門
科目を学び、地域社会の現状理解や問題解決のための
協働形成に必要な基礎的思考力を養成する。これに加
えて、経済学、経営学、政策学、法律学などの科目を
学ぶことにより、地域社会の諸問題の解決に必要な多
面的な知識と思考力を身につける。

②

３）�2年次～3年次では、少人数教育の「実践領域」の科目
を履修させる。演習では、基礎的な専門知識を定着さ
せ、さらに高度な専門知識を学ぶと共に、自ら課題を
発見して論理的に分析する思考力と、それを正確に表
現する能力を身につける。また、地域社会実習などの
実習科目では、地域社会の具体的事例に触れることで
協働形成における判断力および実践力を身につける。

③

４）�4年次では、これらの学習のまとめとして特殊研究にお
いてレポートを作成させることによって、現代の地域
社会が直面する諸課題に対して、地域社会のマネジメ
ントの観点から社会学、社会教育学を中心とした社会
科学に関する基礎知識を基にした論理的思考力や表現
力、問題解決のための総合的実践力を涵養する。

④

対応する
学部ＤP

１）�【汎用力】地域社会の現状と動態を把握し、問題解決を
目指すために経済学、経営学、社会学、社会教育学お
よび法律学の基礎的知識を修得し、さらに理系を含む
学問分野を横断した幅広い知識を修得している。

①

２）�【思考力】地域社会の抱える諸課題を組織マネジメント
に基づく地域コミュニティ活性化の観点から把握する
ために社会学、経営学、社会教育学などの手法に基づ
く論理的かつ科学的な思考力を身につけている。

②

３）�【判断力】住民による組織マネジメントに基づく地域コ
ミュニティ活性化の観点から、社会学、経営学、社会
教育学などの手法を踏まえて地域社会の諸課題を分析
し、企業や行政とともに解決に導くことができる判断
力を身につけている。

③

４）�【表現力】社会学、社会教育学の知識と実践を経営学、
経済政策、行政学などの視点に適切に結びつけること
により、組織マネジメントに基づく地域コミュニティ
活性化の観点から協働形成を目指すために、地域社会
の抱える諸課題とその解決に関する自らの考えを他者
にわかりやすく説明できる表現力を身につけている。

④

５）�【総合的実践力】地域コミュニティのマネジメントの観
点から地域社会が抱える諸課題の解決を目指し、社会
学、社会教育学の知識と手法を用いた住民参画による
協働形成に向けたファシリテーション能力を備え、そ
れをもとに非営利組織、住民団体、企業、行政など多
様な分野において地域社会の活性化を目指し、南九州
を中心とする地域社会に積極的に貢献する「進取の精
神」を身につけている。

⑤

コースカリキュラム・ポリシー コースディプロマ・ポリシー

カリキュラム・マップ

カリキュラム・
ポリシー

ディプロマ・
ポリシー

１年 2年 3年 4年

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

2）

3）

1） 1）
汎用力

2）
思考力

3）
判断力

4）

4）
表現力

5）
総合的
実践力

人文社会総合論

社会科学基礎演習 社会科学基礎

＜学科共通科目＞

社会学概論 社会教育概論 統計作成論

経済学概論 地域社会を学ぶ

＜共通教育科目＞ ＜自由科目（他学科・他学部等）＞初年次セミナーⅠ・Ⅱ、大学と地域、体育・健康（実習・理論）、
情報活用、英語Ⅰ・Ⅱ（Ａ・Ｂ）、異文化理解、初修外国語 文化人類学概説、文化人類学研究、アジア歴史・文化研究Ａなど

＜コース活用科目＞

社会教育と地域創造の関わりを学ぶ 持続可能な地域づくりと教育 成人教育論 人権教育と平和 現代社会と地域社会

生涯教育概論 地域づくりと NPO 環境教育論 アートマネジメント論 行政学

子ども・若者の社会参画論 社会調査 青年の主体形成論 地域計画論

ファシリテーションの基礎 経営組織論 コミュニティ論

福祉と地域の社会学 多文化共生の地域づくり

自治体政策論 図書館論

意思決定論 経営戦略論

＜法経社会学科他コース科目＞
経済政策論Ⅱ、財政政策論Ⅱ、日本経済論、公共経済学、

憲法人権Ⅱ、公共法務論、法社会学など

演　　習 演　　習 演　　習 演　　習

＜コース実践科目＞

地域社会実習

エンドユーザ実習Ⅰ
エンドユーザ実習Ⅱ

社会教育演習Ｉ 社会教育演習Ⅱ 社会教育実習Ｉ 社会教育実習Ⅱ
エンドユーザ実習Ⅲ

社会教育実習Ⅲ

社会教育実習Ⅳ

実用英語 観光英語

＜法文アドバンスト科目Ⅰ・Ⅱ＞

まちづくり論 地域科学特殊講義 特殊研究

自然科学から見る人・文化・社会

法文学部 法経社会学科　地域社会コース



対応する
学部CP

１）�多元地域文化コースでは、日本を含む世界各地の文
化・歴史・環境に関する知識・技能を基礎から応用へ
と段階的に学ぶとともに、そこで得た広く深い知識・
技能を、社会に生かす実践力へと高めるため、「基礎」
「活用」「実践」の三つの領域に区分して教育プログラ
ムを構成します。

①

２）�１、２年次の「基礎」領域には、日本を含む世界各地
の文化・歴史・環境を学ぶ上で必須とされる基礎的科
目を配置し、基礎的な知識・技能を習得させるととも
に、日本を含む世界各地の文化・歴史・環境を比較・
理解するための論理的・科学的思考力を養成します。

②

３）�２、３年次の「活用」領域には、日本を含む世界各地
の文化・歴史・環境とその関連領域に関する講義・演
習・実習等の科目を配置し、高度な幅広い知識・技能
を獲得するとともに、地域社会や国際社会における諸
課題を適切に解決するための判断力・プレゼンテー
ション力・協調的コミュニケーション力の育成を図り
ます。また、複数のカリキュラムに基づく履修モデル
を学生に提示することで、将来のキャリアを見据えた
科目履修を促します。

③

４）�３、４年次の「実践」領域には、卒業論文を配置し、
日本を含む世界各地の文化・歴史・環境に関する知識
を適切に生かして地域社会や国際社会に貢献するため
の総合的・協働的実践力の完成を目指します。

④

対応する
学部ＤP

１）�人文科学の各学問分野を学ぶための総合的な見方と基
礎的知識を備え、理系を含む学問分野を横断した幅広
い知識を習得している。

①

２）�南九州に特有の文化・歴史・環境に関する知識を踏ま
え、日本を含む世界各地の文化・歴史・環境を比較・
理解する論理的・科学的思考力を身につけている。

②

３）�日本を含む世界各地の多元的な文化・歴史・環境に関
する知識を踏まえ、南九州における地域社会や国際社
会における諸課題を適切に解決するための判断力を身
につけている。

③

４）�日本を含む世界各地の文化・歴史・環境に関する包括
的な知識を踏まえ、南九州を相対化しながら、自らの
考えを明解に伝えるプレゼンテーション力と、多様な
考えや視点を理解し、協調できるコミュニケーション
力を身につけている。

④

５）�南九州の地域的特定及び日本を含む世界各地の多元的
な文化・歴史・環境や高度な専門的職業につながる分
野についての知識を習得し、現場を熟知し、他者と協
働し実践できる能力を備え、職場、国際社会および地
域社会に積極的に貢献する「進取の精神」を身につけ
ている。

⑤

コースカリキュラム・ポリシー コースディプロマ・ポリシー

カリキュラム・マップ

法文学部 人文学科　多元地域文化コース

カリキュラム・
ポリシー

ディプロマ・
ポリシー

１年 2年 3年 4年

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

2）

3）

1）

総合的見方と
基礎知識

幅
広
い

教
養

論
理
的
・
科
学
的

思
考
力

基
礎
知
識

・
技
能

幅
広
い
知
識

・
技
能

判
断
力
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力

・
協
調
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

地域社会や国際社会に
貢献するための

総合的・協働的実践力

1）

2）

3）

4）

4）

5）

現代社会を探る 自然科学から
見る人・

文化・社会

法文アドバンスト科目Ⅰ・Ⅱ
アクティブ・ゼミ 行政企業体験実習

海外異文化体験実習

共通教育科目

マスコミ論 観光学

自由科目（他コース・他学科・他学部等）

地域科学演習 まちづくり論

［初年次教育科目］
初年次セミナーⅠ 初年次セミナーⅡ

情報活用

大学と地域

体育・健康
［グローバル教育科目］

体育・健康

英語ⅠＡ・ⅠＢ

異文化理解

英語ⅡＡ・ⅡＢ

［教養教育科目］
初修外国語Ⅰ 初修外国語Ⅱ

統合Ⅰ

学部共通科目

統合Ⅱ

学科共通科目〈基礎〉
人文社会総合論

人文科学基礎Ⅰ 人文科学基礎Ⅱ
多元地域文化
コース基礎Ⅰ

多元地域文化
コース基礎Ⅱ

英語学概説

日本史概説

日本文学史概説

倫理学概説

アメリカ文学概説

西洋史概説

中国文学概説

哲学概説

〈基礎〉
学科共通科目

［その他の科目（講義）］

＊欧米言語学群

＊アジア言語学群

英語学研究
〈活用１（講義）〉

英語圏比較文化論 イギリス演劇研究

＊歴史・環境学群

＊人間・社会学群

＊欧米言語学群

＊アジア言語学群

＊歴史・環境学群

＊人間・社会学群

日本古典文学研究

日本歴史・文化研究

アジア言語研究

西洋歴史・文化研究

中国文学研究

地理学講義

ポピュラーカルチャー論 哲学研究

〈活用２（演習１・実習）〉

書籍文化研究

多言語文化論演習１ 現代ヨーロッパ・アメリカ文化演習１ 英語学演習１ 社会言語学演習１

日本語学演習Ａ１ 日本語学演習Ｂ１ 日本古典文学演習Ａ１ 日本古典文学演習Ｂ１

日本歴史・文化演習Ａ１ 日本歴史・文化演習Ｂ１ アジア歴史・文化演習Ａ１ 考古学実習

哲学演習Ａ１ 哲学演習Ｂ１ ポピュラーカルチャー論演習 芸術文化論演習

＊欧米言語学群

＊アジア言語学群

＊歴史・環境学群

＊人間・社会学群

〈活用２（演習２）〉
イギリス文学演習２ 現代ヨーロッパ・アメリカ文化演習２ 多文化交流論演習２ 英語学演習２

アジア言語演習２ 日本語学演習２ 日本古典文学演習２

日本歴史・文化演習２ アジア歴史・文化演習２ 文化人類学演習２ 地理学演習２

書籍文化演習２ ポピュラーカルチャー論演習2 現代文化論演習２

〈実践〉
卒業論文

哲学演習２



カリキュラム・マップ

対応する
学部CP

１）�心理学コースでは、心理学の多様な専門領域の知識・
技能を基礎から応用へと段階的に学ぶとともに、 そこで
得た広く深い知識・技能を、社会に生かす実践力まで
高めるため、「基礎」「活用」「実践」の三つの 領域に区
分して教育プログラムを構成します。

①

２）�１、２年次の「基礎」領域には、心理学を学ぶ上で必
須とされる基礎的科目を配置し、心理学の基礎知識・
技能を習得させるとともに、論理的・科学的思考力を
養成します。

②

３）�２、３年次の「活用」領域には、様々な心理学領域や
その関連領域の講義や実験・実習科目を配置し、心理
支援の現場で必要とされる幅広い知識・技能の獲得と
判断力・コミュニケーション力の育成を図ります。ま
た、地域の諸問題への心理的サポートなど、地域の
「心の健康」を担う知識と技能を養う「コミュニティ 
心理支援」カリキュラムと、消費者心理に基づいた戦
略立案、円滑な組織づくりなど、地域産業に貢献でき
る技能を養う「産業心理支援」カリキュラムの２つの
履修モデルを学生に提示することで、将来のキャリア
を見据えた科目履修を促します。

③

４）�３、４年次の「実践」領域には、実際の現場での活動
を含む実習科目や卒業論文を配置し、心理学の知識を
適切に生かすための実践的判断力と協調的コミュニ
ケーション力の完成を目指します。

④

対応する
学部ＤP

１）�人文科学の各学問分野を学ぶための総合的な見方と基
礎的知識を備え、理系を含む学問分野を横断した幅広
い知識を習得している。

①

２）�人間の心と行動に関する論理的・科学的思考力を身に
つけている。 ②

３）�心理学と関連諸領域の知識を踏まえ、地域における個
人や集団の心理的諸課題を適切に解決するための判断
力を身につけている。

③

４）�心理学と関連諸領域の知識を踏まえ、自らの考えを明
解に伝えるプレゼンテーション力と、多様な考えや視
点を理解し、協調できるコミュニケーション力を身に
つけている。

④

５）�南九州特有の心理的諸課題や高度な専門的職業につな
がる分野についての知識を習得し、現場を熟知し、 他者
と協働し実践できる能力を備え、職場、地域社会およ
び国際社会に積極的に貢献する「進取の精神」 を身につ
けている。

⑤

コースカリキュラム・ポリシー コースディプロマ・ポリシー

カリキュラム・
ポリシー

ディプロマ・
ポリシー

１年

前 期 後 期

2 年

前 期 後 期

3 年

前 期 後 期

4 年

前 期 後 期

法文アドバンスト科目Ⅰ・Ⅱ

現代社会を探る 自然科学から見る
人・文化・社会

アクティブ・ゼミ

行政企業体験実習

海外異文化体験実習 観光学 地域科学演習 まちづくり論

共通教育科目 自由科目（他コース・他学科・他学部等）

［初年次教育科目］

初年次セミナーⅠ 初年次セミナーⅡ

情報活用

大学と地域

体育・健康 体育・健康

［グローバル教育科目］

英語ⅠA・ⅠB 英語ⅡA・ⅡB

異文化理解

［教養教育科目］

初修外国語Ⅰ 初修外国語Ⅱ

統合Ⅰ 統合Ⅱ

学部共通科目
人文社会総合論

学科共通科目 ＜基礎＞

人文科学基礎Ⅰ 人文科学基礎Ⅱ 心理学コース基礎Ⅰ 心理学コース基礎Ⅱ

学科共通科目[その他の科目（講義）]＜基礎＞

心理学概論 心理学研究法 心理学統計法

＜活用1（講義）＞

産業・組織心理学
社会心理学

心理的アセスメント
臨床心理学

など

神経科学
学習・言語心理学

福祉心理学
健康・医療心理学

など

認知心理学
精神疾患とその治療
司法・犯罪心理学
心理学的支援法

など

教育・学校心理学
障害者・障害児心理学

関係行政論
など

＜活用2（演習・実習）＞

心理学実験

教育・学校心理学演習 神経科学演習 比較心理学演習 福祉心理学演習

産業・組織心理学演習

医療心理学演習

心理演習 多変量データ解析演習

産業心理支援実習

社会心理学演習臨床心理学演習

認知心理学演習

心理実習

実践
卒業論文

2）

1）
総合的見方
と基礎知識

幅広い
教養

論理的・
科学的
思考力

心理学の
基礎知識
・技能

心理学の
幅広い
知識・
技能

判断力・
コミュニ
ケーショ
ン力

3）

1）

2）

3）

4）
実践的判断力と
協調的コミュニ
ケーション力

4）

5）

法文学部法文学部 人文学科　心理学コース


